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処理することにより単離された新奇の 2 つの冠水誘導性遺伝子 OsARP (Oryza sativa antiporter 
regulating protein)と OsMGD (Oryza sativa monogalactosyl diacylglycerol synthase)の機能を明
らかにするために、それらの遺伝子を導入した形質転換タバコを作出し、高塩、乾燥下での形態的、
生理学的、生化学的解析を試みた。 
OsARP 遺伝子はデータベースで、イネの Os02g0465900 タンパク質と特定された。OsARP タンパク質
（分子量 25kDa）は大腸菌の ChaA (2 価カルシウム／プロトン陽イオントランスポータータンパク質）









が野生植物よりも 3 倍高く、このことはトノプラスト上の OsARP がナトリウムイオンの液胞への隔離
に重要であることを示す。 




形質転換植物は野生型よりも有意に高い MGDG、 DGDG、脂質リンレベルを示した。OsMGD 形質転換植物
では MGDG と DGDG 量の増加が見られたが、脂肪酸量は野生型とほぼ同一であった。この結果はイネ OsMGD
の発現はタバコにおける MGDG synthase のジアシルグリセロール前駆体の選択と次の不飽和段階に影






ーが 10dSm-1  (100mM 食塩)の塩ストレスに耐性を示した。最終的に 22Mz ファミリーから４変異系統
が作物学的要因を元に塩耐性として選抜された。選抜変異系統は塩ストレス下で親イネよりも 8-9 倍
の穀物生産を示し、塩ストレスなしでは親の 45-60% の穀物収量を示した。200mM 食塩下で塩耐性系統
と親イネの抗酸化酵素活性が測定された。選抜した変異種で、アスコルビン酸ペルオキシダーゼ、グ
ルタチオン還元酵素とスーパーオキシドジスムターゼが塩ストレス下で高い活性を示した。光酸化酵
素活性の増加は塩耐性イネ変異種の塩ストレス耐性機構の一つであると結論した。 
OsARP形質転換タバコの耐塩性向上のPCPの論文は 2008年 7月のインターネットアクセス数のトッ
プ 10 に入り、編集長から投稿に対する感謝文が届いた。以上のように、本研究は高度な研究内容を含
み、学位論文として十分価値があると判断した。 
 
 
 
 
 
